
いわき市暮らしの伝承郷 8 月 行事案内 
 

第 1 回 企画展「 いわきの郷土料理 」 
7 月 13 日(土)～9 月 29 日(日) 

いわき市内で日々の暮らしや年中行事などで作られてきた料理について、主に写

真や民具で紹介します。展示室での展示のほかに、園内の畑で昔野菜などを栽培し、

野外展示も行います。また、会期中に郷土料理教室や郷土料理の振る舞いも開催し

ます(要観覧料)。 

■『十六ささげのよごしとなす汁の振る舞い』 ８月 14 日(水) 12:00～13:00 

 先着 100 名(要観覧料)  

■郷土料理教室『鰹の揚げ浸しとあら汁』 ８月 25 日(日) 9:30～12:00 

 講 師 小名浜魚市場女性部のみなさん 場 所 中央台公民館調理室 

定 員 20 名(事前申込制 募集期間 7/10(水)～7/31(水))  

※要材料費。詳細はお問い合わせください。 
 
(１)体験学習「民話の語り③」 

8 月 3 日(土)13:30～14:30 
 場 所 休憩ｺｰﾅｰ 語 り 小澤洋子さん 
※どなたでも、ご自由にお聴きいただけます(観覧料不要)。 

 
(２)年中行事「七夕飾り」8 月 7 日(水)  
内 容 学習管理棟と民家に七夕飾りや藁馬 

を展示します。 
 場 所 学習管理棟･民家ゾーン (要観覧料) 
 
(３)年中行事「盆棚飾り」 8 月 10 日(土)  
 内 容 盆棚を旧猪狩家に再現します。    
場 所 旧猪狩家 (要観覧料) 

 
(４)体験学習「銀ちゃんの昔語り」 
８月 1０日(土)10:00～11:00 

 内 容 「銃後のまもりについて」 
     戦時中の飯野の暮らしなどについて語 

ります。 
場 所 休憩ｺｰﾅｰ 語り手 永山銀一さん 
※どなたでも、ご自由にお聴きいただけます(観覧料不要)。 

 
(５)伝統芸能実演「じゃんがら念仏踊」  

8 月 14 日(水)13:00～13:30 頃開始 
 場 所 旧猪狩家前庭    
実演団体 小川町桐岡青年会のみなさん 

 ※どなたでも、ご自由にご覧いただけます(要観覧料)。 

 

(６)「キッズミュージアム in 伝承郷」  
8 月 18 日(日)9:30～14:30 

 内 容 ｺﾞﾑ鉄砲射的や輪投げなどの昔遊び、 
水風船つりや麦わらのしゃぼん玉、竹 
を使った道具作りや木の枝ｸﾗﾌﾄ、消し 
ｺﾞﾑ版画のｴｺﾊﾞｯｸﾞ作り、遠野和紙作り 
などを体験できます。無料のそうめん・
かき氷もあります。 

※なくなり次第終了 

 場 所 学習管理棟･民家ゾーン    
材料費 無料～500 円 
※どなたでも、ご自由に参加いただけます(要観覧料)。 

 
(７)体験教室「ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ」 

8 月 23 日(金)10:30～12:30,13;30～15:30 
場 所 休憩ｺｰﾅｰ(観覧料不要) 
講 師 落合陽子さん  材料費 2000 円 
※どなたでも、ご自由に参加いただけます 

 
(８)体験教室「消しゴムはんこ彫り・ちぎり絵教室」  
 毎週木曜日 10:00～12:00、13:00～15:00 
 場 所 休憩ｺｰﾅｰ(観覧料不要) 
 講 師 萩原光明さん 材料費 200～500 円 
 ※どなたでも、ご自由に参加いただけます。 
 
(９)体験教室「貯筋運動＆レク・スポーツ」 
毎週水曜日 13:30～15:30  
場 所 休憩ｺｰﾅｰ(観覧料不要) 

 講 師 いわき F スポーツ 
  

○体験学習の申込は、募集期間を厳守の上お申込み 
 ください。募集期間内に定員に達しなかった場合 
 は、募集を継続します。 
〈申込み方法〉 
 次のいずれかの方法でお申込み下さい。 
 ①はがき（当日消印有効） ②FAX(0246-29-2235) 
 ③電子メール(info@denshogo.jp) ④窓口へ来館 
※電話でのお申込みはできません。 
※次の内容を記入の上お申込みください。 
 ①希望体験学習名 ②氏名（ふりがな） ③年齢 
 ④住所 ⑤電話番号 
☆1 通につき 1 名でお申込みください。なお、お申 
込み多数の場合は、抽選となります。 

 

○申込み・問い合せ先 いわき市暮らしの伝承郷 
〒970-8043 
いわき市中央台・県営いわき公園内 
☎0246-29-2230 
URL:http://www.denshogo.jp 

○開園時間 ９時から 17 時まで（入園 30 分前まで） 
○休 園 日 毎週火曜日(8 月 13 日は臨時開園) 
○観 覧 料 一般330円 高・高専・大学生210円  

小・中学生170円 
★以下の方は、無料で観覧できます。 
・毎週土・日、市内の小・中・高・専修・高専生。 
・市内在住の 65 歳以上の方。 
・身障者手帳・療育手帳・精神障がい者保健福祉手 
帳をお持ちの方


